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決
算
規
模
は

　
四
六
年
度
決
算
規
模
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

歳
入
　
　
六
億
一
〇
三
六
万
一
千
円

　
（
前
年
度
　
四
億
六
三
五
八
万
円
）

歳
出
　
　
五
億
七
三
七
八
万
七
千
円

　
（
前
年
度
四
億
三
二
九
六
万
九
千
円
）

前
年
度
と
比
べ
る
と
、
才
入
一

億
四
六
七
八
万
一
千
円
、
三
一

・
七
％
（
前
年
度
二
四
・
一
％
）
、

才
出
一
億
四
〇
八
一
万
八
干
円

三
二
・
五
％
（
前
年
度
一
二
・
九

％
）
と
前
年
度
伸
び
率
を
大
巾

に
上
回
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
才
入
血
で
は

前
年
度
に
引
続
く
経
済
状
況
に

よ
る
自
然
増
及
び
地
方
交
付
税

の
増
並
び
に
地
方
債
の
伸
び
等

が
主
囚
で
あ
り
、
才
出
面
で
は

生
活
産
業
基
盤
の
整
備
に
怠
を

注
い
だ
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
決
算
収
支
は

　
四
六
年
度
の
才
入
才
出
差
引
額
は
、

三
六
五
七
万
四
千
円
（
前
年
度
三
〇
六

一
万
一
千
円
の
形
式
黒
字
で
、
繰
越
明

許
費
繰
越
額
五
四
〇
万
二
千
臼
を
差
引

い
た
実
質
収
支
で
は
、
二
五
二
〇
万
九

千
円
）
で
あ
り
ま
す
が
差
引
単
年
度
収

支
は
二
三
六
万
五
千
円
と
な
り
、
決

算
年
度
中
の
変
動
と
し
て
、
基
金
（
建

設
機
械
施
設
）
へ
一
〇
〇
〇
万
円
の
積

立
金
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
調
整
し
た
四

六
年
度
実
質
単
年
度
収
支
は
二
二
圭
ハ

万
五
千
円
（
前
年
度
一
八
二
一
万
三
千

円
）
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
第

一
表
）

　
な
お
、
第
一
表
で
は
加
算
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
昭
和
四
六
年
度
に
お
い
て

（単位：千円）

　第1表
①実質収支

年度 歳入総額 歳出総額薩率縮購績講蒋すべき財源1実質収支
　　
46・610，361
45　　463，580
比較 146，781

　　　　I　　　　　　　　　　　　　　l

573・78ゑ　36，574 　　01　　　　36，574
432，96gi30，611i　5，4U2i　　　　25，209
140，818i　5，9631△5，402，　　　　　11，365

土
地
開
発
基
金
設
定
の
た
め
の
繰
出
金

二
二
〇
〇
万
円
を
も
っ
て
積
立
て
て
あ

る
の
で
、
こ
れ
を
加
算
す
る
と
す
れ
ば

四
三
三
六
万
円
の
黒
字
と
な
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　コモ　　
　　　　　　　　　　　　　　　　ユ単年度収壁立金，讐嶺り叢年媛

　11，365i　lO，000　　0i21，365
　1；llll坦・器葛　81層；粘1

②　実質単年度収支

映算年度
実質収支額

　36，574
　25，209
　11，365

皮
額
　
　
9
0
∩
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O
Q
り
0
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支
　
　
∩
∠
只
U
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年
収

　
　
　
ン
　
　
　
ン
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5
7
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∩
∠
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質

前
突
i

度　
　
6
5
較

年　
　
4
4
比

　
特
別
会
計
決
算
総
括

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
才
入
一
四
八
、
二
一
五
、
五
五
九
円

　
　
才
出
一
四
〇
、
二
〇
一
、
二
八
九
円

　
　
差
引
残
額
八
、
〇
一
四
、
二
七
〇
円

◎
国
保
診
療
施
設
特
別
会
計

　
　
才
入
　
一
七
、
八
七
五
、
三
〇
三
円

　
　
才
出
　
　
一
七
、
八
〇
五
」
六
二
〇
円

　
　
差
引
残
額
　
　
　
六
九
、
六
八
三
円

◎
簡
易
水
道
特
別
会
計

　
　
才
入
　
　
四
、
九
一
五
、
二
三
四
円

　
　
才
出
　
　
三
、
四
五
〇
、
二
一
四
円

　
　
差
引
残
額
一
、
四
六
五
、
〇
二
〇
円

◎
農
業
共
済
特
別
会
計

　
　
才
入
　
一
七
、
六
八
二
、
五
四
〇
円

　
　
才
出
　
一
四
、
五
〇
三
、
四
五
〇
円

　
　
差
引
残
額
三
、
一
七
九
、
〇
九
〇
円

　
（
差
引
残
額
の
う
ち
、
国
民
健
康
保

　
険
特
別
会
計
か
ら
四
、
○
○
八
、
○
○

　
○
円
は
基
金
繰
入
、
ほ
か
は
す
べ
て

　
昭
和
卿
年
度
会
計
に
繰
越
）

◎
総
合
計
（
一
般
会
計
を
含
む
）

　
才
入
　
七
九
九
、
〇
四
九
、
八
三
九
円

　
才
出
　
七
四
九
、
七
四
七
、
二
八
一
円
・

　
差
引
残
額
四
九
、
三
〇
二
、
五
五
八
円

（1）



（21

ー
お
金
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
ま
し
た
ー

46

年
度
主
要
事
業

総
務
課
関
係

　
。
農
山
村
総
合
セ
ン
タ
ー
建
設

　
　
　
　
　
四
、
六
五
三
　
万
円

　
・
消
防
施
設
整
備

　
　
　
　
　
　
八
九
一
　
万
円

　
。
雪
上
車
整
備
（
一
台
分
負
担
金
）

　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
万
円

　
・
雪
中
交
通
対
策

　
　
　
　
　
　
四
三
三
　
万
円

　
・
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
・
ジ
㌧
フ
購
入

　
　
　
　
　
　
二
八
一
　
万
円

　
。
公
営
住
宅
敷
地
買
収

　
　
　
　
　
　
三
九
三
　
万
円

　
。
町
議
．
県
議
・
参
院
選
挙

　
　
　
　
　
　
三
七
七
　
万
円

　
・
大
学
奨
学
金

　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
万
円

社
会
課
関
係

　
・
蒲
生
保
育
所
増
築

　
　
　
　
　
　
二
三
五
　
万
円

　
。
危
険
物
処
理
施
設
（
運
搬
車
購
入

　
　
等
。
）
　
一
八
四
　
万
円

　
。
ゴ
、
・
・
処
理
場
建
設
（
負
担
金
）

　
　
　
　
　
　
三
二
〇
　
万
円

　
。
児
童
遊
園
地
整
備

　
　
　
　
　
　
一
五
四
　
万
円

　
。
老
人
対
策
事
業
（
補
助
金
）

　
　
　
　
　
　
二
三
二
　
万
円

　
・
国
保
会
計
へ
繰
出

　
　
　
　
　
　
三
七
〇
　
万
円

産
業
課
関
係

。
補
助
農
道
開
設
及
び
舗
装
費
（
萱

場
線
他
）

　
　
　
　
三
、
七
六
六
　
万
円

。
町
単
農
道
助
成
（
松
代
秋
葉
山
農

道
他
n
路
線
六
、
三
九
九
鷹
）

　
　
　
　
一
、
二
七
一
　
万
円

。
農
地
．
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
（

昭
和
磁
年
度
災
害
）

　
　
　
　
二
、
六
九
四
　
万
円

・
た
ば
こ
耕
作
助
成
・
養
蚕
養
鯉
奨

励
　
　
　
　
三
一
　
万
円

・
農
業
構
造
改
善

　
　
　
　
　
一
七
三
　
万
円

建
設
課
関
係

　
。
道
路
維
持
　
（
敷
砂
利
・
雪
中
道

　
　
踏
等
）
一
、
二
七
六
　
万
円

　
。
道
路
新
設
改
良
（
道
路
改
良
・
過

　
　
疎
・
辺
地
対
策
事
業
等
）

　
　
　
　
　
四
、
一
八
七
　
万
円

　
。
町
単
土
木
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
一
、
一
〇
六
　
万
円

　
。
補
助
土
木
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
　
三
八
七
　
万
円

　
・
建
設
機
械
施
設
運
営

　
　
　
　
　
一
、
六
〇
二
　
万
円

教
育
委
員
会
関
係

　
。
教
員
住
宅
建
設
（
2
棟
4
戸
）

　
　
　
　
　
　
七
四
五
　
万
円

　
。
町
民
プ
ー
ル
建
設
（
第
2
号
）

　
　
　
　
　
一
、
五
八
七
　
万
円

　
。
総
合
グ
ラ
ン
ド
建
設
（
継
続
）

　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
万
円

　
。
学
校
敷
地
買
収
（
室
野
小
・
下
山

　
　
分
校
）
　
二
七
一
　
万
円

　
。
学
校
営
繕

　
　
　
　
　
　
四
二
一
　
万
円

　
。
教
材
備
品
整
備

　
　
　
　
　
　
七
〇
五
　
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

性
質
別
決
算
状
況

地方交付税

、　　　 321，232

52．7

　　　　町　債
　　　　62・ooo
　　　　　　　　蘭　町税　　 1α2

　45，723

　　　7，5
　

て　の　他
3a740　55　　　　歳入

繰越金
　3α6覧11　　　　61α361
’⑤Q　　国庫

　　支出金
36，837

　60　県支出金
　　　　80，216

　　　　4＆1

投資的経費

　　備9236

－　
457

歳出

573，787

　件　　費

73，554

　12，8

　　　　　　　　　　物

　件　　費

109，9σ5

　　　1傷2

　　　　　　奪
積立金　㌔！ψ
　　1℃・00タ0　卦　　 《ク尋

　　　炉25667欝《5爵

扶　助　費維持補修費
出資lll逃2鋪43補l

　　　L411・就／

り

；弓3



表
ヒ1イ

卑
位．

は
千
携

反
し」　．　“

魅
　婿じ

　》・r 鳳

　　q　　／

　　o

9
月
2
0
日
か
ら
会
期
2
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た

町
議
会
の
議
決
状
況
は
次
の
と
お
り

議
第
1
号
　
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手

　
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
。

議
第
2
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

　
の
増
加
お
よ
び
規
約
の
変
更
に
つ
い

　
て
。

議
第
3
号
　
新
潟
県
旧
市
町
村
職
員
恩

　
給
組
合
資
産
管
理
組
合
規
約
の
変
更

　
に
つ
い
て
。

　
　
（
議
決
・
説
明
省
略
）

議
第
4
号
　
寒
冷
地
手
当
の
支
給
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て
。
　
（
従
前
の
条
例

　
に
よ
る
寒
冷
地
手
当
支
給
の
在
職
基

　
準
日
は
8
月
3
1
日
を
8
月
1
日
に
改

　
め
る
こ
と
を
議
決
）

議
第
5
号
　
松
代
町
職
員
の
特
殊
勤
務

　
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。
　
（
学

　
校
無
人
化
に
よ
り
、
町
立
小
中
学
校

　
に
勤
務
す
る
職
員
〈
用
務
員
〉
で
、

　
無
人
校
舎
の
巡
視
警
備
に
従
事
す
る

　
も
の
に
、
特
殊
勤
務
手
当
と
し
て
月

　
額
二
千
円
を
こ
え
な
い
範
囲
で
任
命

　
権
者
が
定
め
て
支
給
す
る
こ
と
を
定

　
め
た
も
の
。
八
月
一
日
か
ら
適
用
。

　
議
決
）

議
第
6
号
　
農
道
桐
谷
線
開
設
工
事
の

　
変
更
に
つ
い
て
。
　
（
契
約
の
工
事
費

　
金
額
七
四
〇
万
円
を
一
、
二
九
三
万

　
五
千
円
に
変
更
す
る
。
議
決
）

議
第
7
号
　
松
代
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
委
員
な
ら
び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い

　
て
。
　
（
地
方
自
治
法
第
百
八
十
一
条

　
に
よ
り
普
通
地
方
公
共
団
体
に
選
挙

　
管
理
委
員
会
を
置
く
こ
と
が
規
定
さ

　
れ
、
委
員
は
四
人
を
も
っ
て
組
織
す

　
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
同
法
第
百

　
八
十
二
条
で
、
委
員
は
選
挙
権
を
有

　
す
る
者
で
、
人
格
が
高
潔
で
、
政
治

　
及
び
選
挙
に
関
し
公
正
な
識
見
を
有

　
す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
、
普
通
地
方

　
公
共
団
体
の
議
会
に
お
い
て
選
挙
す

　
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
補
充
員
に

　
つ
い
て
も
同
じ
。
）

　
　
選
挙
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

　
委
員

　
　
米
持
　
　
尭
　
　
室
野

　
　
小
堺

　
　
小
堺

　
　
宮
沢

　
補
充
員

　
　
牧
田

　
　
中
村

　
　
柳

　
　
若
井

議
第
8
号

重
忠
　
　
蒲
生

長
平
　
　
蓬
平

正
臣
　
　
松
代

武　悌清
徳武一一

松松田峠
代代代

　
　
　
　
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
に
つ
い
て
。
　
（
九
月
三
十
日
任
期
満

　
了
に
よ
る
教
育
委
員
の
後
任
を
任
命

　
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意

　
を
求
め
た
も
の
で
、
次
の
と
お
り
議

　
会
の
同
意
を
得
た
。

　
　
富
沢
清
次
・
再
任

　
　
西
潟
正
雄
・
　
〃

　
教
育
委
員
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組

　
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
四
条

　
で
、
地
方
公
共
団
体
の
長
が
議
会
の

　
同
意
を
得
て
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ

　
て
い
る
。
同
法
第
五
条
で
教
育
委
員

　
の
任
期
は
四
年
と
定
め
ら
れ
て
い
る

　
な
お
市
町
村
の
教
育
長
の
任
命
は
、

　
同
法
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

　
り
市
町
村
教
育
委
員
会
が
、
都
道
府

　
県
の
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
任

　
命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）

議
第
9
号
　
昭
和
響
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
6
号
）

　
［
才
入
・
才
出
そ
れ
ぞ
れ
九
五
五
万

　
一
千
円
を
追
加
し
予
算
総
額
七
億
八

　
七
万
一
千
円
と
す
る
こ
と
を
議
決
。

　
主
な
も
の
、
　
「
才
入
」
地
方
交
付
税

　
七
八
九
万
六
千
円
。
国
庫
支
出
金
の

　
う
ち
、
教
材
費
二
六
万
五
千
円
、
教

　
員
住
宅
建
設
費
四
二
万
三
千
円
、
学

　
校
無
人
化
設
備
費
三
九
万
四
千
円
。

　
県
支
出
金
の
う
ち
、
季
節
出
稼
者
就

　
職
促
進
費
二
六
万
六
千
円
。

　
「
才
出
」
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
繰
出
金
八
五
万
円
、
集
団
的
生
産
組

　
織
事
業
補
助
金
（
農
業
振
興
費
）
三

　
一
万
六
千
円
、
町
単
災
害
復
旧
事
業

　
補
助
金
（
農
地
費
）
五
〇
万
円
、
十

　
日
町
海
老
東
川
線
・
田
野
倉
松
代
線

　
県
道
昇
格
測
量
費
二
三
九
万
八
千
円

　
学
校
修
繕
費
六
七
万
五
千
円
、
学
校

　
無
入
化
施
設
設
備
費
一
九
九
万
円
。

昭和43

，
砥
臥

43～46主要経費決算状況
別1昭和461、 畷・4曼1昭和44

　費9・1278・05817，306　費’143，806　 73，0131　58，776
　費37，49727，187i14，783

種

4・衛　　生　　費 14，241 δ，bb4 8，148 7，741

5．農　　林　　費 81，131 70，124 68，860 57，608

6．土　　木　　費 94，166 52，374 53，845 55，709

7．消　　防　　費 20，102 18，867 11，890 12，278

8．教　　育　　費 93，808 81，897 837747 129，830

9．公　　債　　費 26，544 23，230 20，175 16，100

10．そ　　の　　他 53β65 69，565 27，616 20，851

合　　　　計 575，787 452，969 555，146 402，213

　
教
材
用
備
品
購
入
費
九
九
万
六
千
円

　
公
民
館
，
総
合
セ
ン
タ
ー
運
営
費
六

　
二
万
五
千
円
、
町
単
土
木
施
設
災
害

　
復
旧
費
三
四
万
円
）

議
第
－
o
号
　
昭
和
卯
年
度
松
代
町
松
代

　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
一
号
）
、
　
（
才
入
・
才
出
と
も

　
に
そ
れ
ぞ
れ
八
五
万
円
を
追
加
し
、

　
予
算
額
四
八
七
万
七
千
円
と
す
る
こ

　
と
を
議
決
。
内
容
「
才
入
」
一
般
会

　
計
か
ら
繰
入
八
五
万
円
、
「
才
出
」

　
広
域
消
防
施
設
水
道
工
事
八
五
万
円

　
）

議
第
1
1
号
　
松
代
町
特
別
会
計
農
業
共

　
済
事
業
補
正
予
算
。
　
（
才
入
・
才
出

　
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
二
七
万
八
千
円
を

　
追
加
、
予
算
額
二
、
一
五
二
万
円
と

　
す
る
こ
と
を
議
決
。
）

議
第
12
号
　
昭
和
4
6
年
度
一
般
会
計
・

　
特
別
会
計
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
。

　
（
承
認
、
一
般
会
計
決
算
及
び
特
別

　
会
計
決
算
。
特
別
会
計
に
つ
い
て
は

　
説
明
省
略
）
・

（3）



10月1日

　　　～10月31日

　被保険者のみなさん、忙しい秋のとり入れも大づめをむかえ、大変おつかれのことと思います。新潟県では例年のとおり10月1日から31日までを

「国保強調月間」とし、国保事業の内容を知つていただき保険税や一部負担金の完納をはかることになりましたので御協力くださるようお願いします。

　　　　●国民健康保険の主な仕事と経費

　国民健康保険は・みなさんが病気やけがをされたときの医療費の支払いと、出産、育児、葬祭の費用の一部を支給するほか、病気の予防や健康保持増

進のため保健婦が家庭訪間や看護指導等を行うことを仕事としております。このような事業を行なうために必要な経費の約5割は国の補助金で、残りは

一部負担金と不足分を保険税でまかなっております。

　松代町国民健康保険では最近4ケ年間の実績と47年度の見込みは下表のとおりです。

　　　　●保険税及び一部負担金は納期限内に必ず完納を

　以上のような計算により保険税をお願いしてありますので是非とも期限内に納入してください。又、一部負担金は医者にかかつたたびに医療機関の窓

口で支払うことになつておりますが、東頸城郡は特別な事情を認められてあとで町国保へ支払うようになつていますから、納期限までに必らず納めてく
ださい。

　　　　●医者にかかるときは被保険者証（受診証）を忘れずに

　医者にかかるときは被保険者証をもつて行かないと医療費の全額を個人負担しなければなりませんから忘れずに持参してください。町内のお医者さん

にかかるときも必らず持参しなければならないことになつております。

　　　　●被保険者の異動は14日以内に

　転入、転出、出生、死亡、社会保険加入、脱退又は生活保護の開始、廃止などにより国保の被保険者資格を取得したり又は喪失したときは、世帯主は

その事実を生じた日から14日以内に被保険者証と印かんを持つて役場社会課又は支所の窓口に届けでてください。

　　　　●松代町国保の状況　（43年度～46年度は決算額、47年度は予算額です）

年　間　平均 国民健康保険税 一部負担金 国庫補助金 保険給付費 保険給付費に対する割合 任意給付1件当り支給額
年度

世帯数膿保険者 総額蟹購総額歓嚇総額蟹野総額撃懸看 保険税庭羅艦 助産費 育　児
手当金 葬祭費

人 千円　1　　　　　円 千円1　　　　円 千円　L　　　　　円　・ 千円 円 ．％　　　　％1．　　％ 円 円 円

43　 1，840 8，202 21，628　　　2，637 23，534　1　　2，869 42，014　　　　5，122 82，710 10，084 26．1　　　28．5　 　50．8 3，000 1，800 3，000
44
45

1，831　8，004
1，809 　7，718

24，342　i　　3，041

28，813　！　　3，733
27，016i3，375

　　133，764　i　　4，375

56，094　　　　7，008

65，283　　　　8，459

94，165

119，827

11，765

15，526

25．9　　　28．7　 　59．6

24．0　　　28．2　 　54．5
3，000

10，000

1，800

1，800
3，000
3，000

46　 1，740 　7，293 34，584　　4，742 34，48014，728 67，849 9，303、 125，963 17，272 27．5　 　27．4　i　53．9 10，000 1，800 5，000
47 1，721　7，062 37，862　　5，361

　　1
44，11216，246

　　1
75，725

　　　　　1
10，723　 156，271 22，128 24．2　・　28．2　　48．5

　i　　　　　l
10，000 1，800 5，000

☆　国民健康保険加入世帯及び被保険者数は年々少なくなつていますが・保険給付費はこんなに増加しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　　このため一部角担金や国庫補助金も多くなつていますが、不足額を補うために、保険税や一般会計よりの繰入金を増加しなければならないことを御

　理解のうえ、一部負担金や保険税は未納されないよう御協力ください。



2，777万2，720円

米
生
産
調
整
奨
励
補
助
金
の
概
算
金
が

支
払
わ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
八
月
十
一
日
付
農
協
貯
金
口
座
に
〃
●

囎
饗
・
．

一
米
の
生
産
調
整
は
今
年
度
で

帽
三
年
目
を
迎
え
、
き
び
し
い
状

冤
下
宝
か
か
わ
ら
ず
、
御
協

易
塞
幽
疑
癒
藷
騨

7
て
調
警
画
妻
妄
り
、

一七
月
一
日
よ
り
現
地
の
確
認
を

実
施
し
そ
の
調
整
数
量
に
対
し

一て
概
算
金
が
農
協
の
各
自
の
貯

金
口
座
に
振
込
み
支
払
い
さ
れ

ロ

7
し
た
．
調
整
補
助
金
の
額
は

・
前
年
度
と
同
額
の
勿
当
六
八
円

召
す
・
今
回
の
概
算
金
は
六
割

に
当
る
匂
当
四
〇
円
の
割
合
で
支
払
わ

れ
ま
し
た
。
残
り
の
四
割
分
に
つ
い
て

は
十
二
月
中
に
精
算
払
い
さ
れ
る
予
定

で
す
。
尚
こ
の
調
整
補
助
金
の
他
に
、

町
が
農
家
毎
に
配
分
し
た
数
量
を
上
廻

っ
て
調
整
さ
れ
た
農
家
に
、
特
別
に
協

力
交
付
金
と
し
て
調
整
数
量
に
対
し
勾

当
一
〇
円
が
支
払
わ
れ
る
予
定
で
す
。

（
反
当
約
四
千
円
）
割
当
を
下
廻
っ
た
方

に
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
今
年
度
は

松
代
町
の
全
実
施
農
家
が
配
分
を
上
廻

っ
て
お
り
ま
す
の
で
総
額
で
約
七
〇
〇

　
　
　
ロ
き
ぜ
　
づ
　
　
よ
ミ
ゑ
セ

万
円
が
十
二
月
か
一
月
中
に
支
払
わ
れ

る
予
定
で
す
。

◎
来
年
度
以
降
の
米
生
産
調
整
に
つ
い

て
は
次
の
通
り
実
施
さ
れ
る
見
込
み
で

す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

△
単
純
休
耕
（
田
に
何
も
植
付
な
い
で

　
休
ん
で
い
る
も
の
）
は
四
八
年
度
で

　
終
り
ま
す
。
あ
と
一
年
限
り
で
す
。

△
永
年
転
作
休
耕
（
杉
桐
桑
ブ
ド
ウ
等

　
作
付
）
は
五
〇
年
度
ま
で
続
き
ま
す

　
あ
と
三
年
間
あ
り
ま
す
。

△
普
通
転
作
休
耕
（
野
菜
豆
類
タ
バ
コ

　
等
作
付
）
は
五
〇
年
度
ま
で
続
き
ま

　
す
。
あ
と
三
年
間
あ
り
ま
す
。

又
、
米
の
生
産
調
整
と
関
連
し
て
、
政

府
に
売
る
米
の
限
度
が
決
め
ら
れ
、
同

じ
様
な
通
知
が
三
回
も
役
場
よ
り
出
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
差
、
れ
は
次
の
様
な

理
由
で
出
さ
れ
た
も
の
で
、
間
違
い
の

な
い
様
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

△
第
一
回
通
知
（
三
月
）

　
政
府
に
売
り
渡
す
米
の
最
高
限
度
を

　
資
料
に
基
い
て
機
械
的
に
算
出
し
農

　
家
毎
に
通
知
し
た
も
の
で
す
。

△
第
二
回
通
知
（
六
月
）

　
第
一
回
の
通
知
数
量
に
対
し
農
家
毎

　
に
増
反
又
は
減
反
さ
れ
限
度
量
が
余

　
っ
た
り
、
足
り
な
か
っ
た
り
し
た
農

　
家
が
お
互
に
や
り
と
り
し
変
更
し
た

　
後
の
数
量
以
上
予
約
は
出
来
ま
せ
ん

△
第
三
回
通
知
（
九
月
）

　
決
定
限
度
量
内
で
農
家
が
予
約
さ
れ

　
た
俵
数
に
対
し
、
政
府
が
買
受
を
承

　
諾
し
た
通
知
で
す
。
こ
の
数
量
に
対

　
し
て
予
約
金
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

　
限
度
量
以
下
で
予
約
さ
れ
た
場
合
は

　
余
り
ま
す
が
余
っ
た
数
量
は
無
効
と

　
な
り
ま
す
。
又
も
し
三
回
目
の
指
示

　
量
だ
け
出
せ
な
い
方
は
指
示
さ
れ
た

　
日
よ
り
一
ヶ
月
以
内
に
役
場
へ
届
け

　
出
て
下
さ
い
（
指
示
用
紙
裏
面
参
照
）

詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
産
業
課
へ
お
尋

ね
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
（
産
業
課
）

移
動
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
催

　
県
で
は
市
町
村
と
共
催
し
県
下
m
会

場
で
移
動
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
会
場
と
し
て

次
の
と
お
り
当
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
ご
参
加
下
さ
い
。

「
目
的
」

　
こ
の
事
業
は
県
消
費
生
沽
セ
ン
タ
ー

が
各
市
町
村
を
巡
回
し
て
、
そ
の
平
常

行
な
う
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

地
域
消
費
者
の
保
護
お
よ
び
啓
発
を
行

な
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

「
実
施
内
容
」

L
消
費
生
活
相
談
。

乞
バ
ネ
ル
展
示
。

よ
く
ら
し
の
コ
ン
テ
ス
ト
。
　
（
消
費
生

　
活
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
、
7
問
以
上

　
正
解
者
に
は
粗
品
進
呈
）

4
く
ら
し
の
一
日
教
室
。

　
ω
消
費
生
活
に
つ
い
て
。

　
②
町
の
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
。

　
⑥
県
民
相
談
に
つ
い
て
。

　
ω
苦
情
相
談
に
つ
い
て
。

⑤
商
品
テ
ス
ト
に
つ
い
て
。

㈲
映
画

「
期
口
・
会
場
」

蜘
月
貯
日
　
午
后
－
時
～
4
時

松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
3
階
大
ホ
ー
ル

「
苦
情
相
談
の
う
け
つ
け
」

当
日
、
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
苦
情

を
う
け
つ
け
ま
す
。
商
品
に
つ
い
て

の
苦
情
は
現
品
を
持
参
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る

　
　
　
　
ー
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
4
　
　
　
　
’
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
ノ
　
　
　
ゴ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
郵
便
貯
金
奨
励
運
動

　
た
だ
い
ま
、
次
の
要
綱
で
「
住
み
よ

い
社
会
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
奨
励
運
動

」
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
郵
便
貯
金
に
対
す
る
理
解
と
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

へ
要
綱
）

　
国
民
の
生
活
に
結
び
つ
い
て
、
広
く

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
郵
便
貯
金
は

年
々
順
調
な
増
加
を
続
け
、
そ
の
貯
金

高
は
1
0
兆
円
を
こ
え
る
巨
額
に
達
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
貯
金
は
、
国
の
財
政
投
融
資
の

一
環
と
し
て
運
用
さ
れ
、
国
民
福
祉
の

向
上
に
関
係
の
深
い
住
宅
建
設
の
促
進

公
害
の
防
止
、
生
活
環
境
施
設
の
充
実

農
林
漁
業
、
中
小
企
業
の
近
代
化
、
文

教
施
設
の
拡
充
お
よ
び
道
路
、
空
港
、

鉄
道
の
建
設
な
ど
社
会
資
本
の
充
実
に

た
い
へ
ん
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
暮
を
作
り
、
明
る
い
社
会
を

築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
財
政
投
融
資

の
大
き
な
資
金
源
で
あ
る
郵
便
貯
金
の

働
ぎ
が
い
っ
そ
う
必
要
で
あ
り
ま
す
。

（
期
間
）

　
昭
和
47
年
ω
月
－
日
～
10
月
雛
日

（
推
進
機
関
）

　
ω
主
催
　
郵
政
省

　
ω
後
援
大
蔵
省
他
省
・
庁
・
公
社

　
　
　
　
．
公
庫
・
公
団
等
勘
機
関
。

　
⑥
協
賛
　
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
・

　
　
　
　
日
本
商
工
会
議
所
等
1
2
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

（5）



ス
．

7
レ
ー
は
危
険
物
ヘ

ゴ
ミ
の
中
に
は
絶
対
入
れ
る
な
〃

　
錐
の
頭
の
ボ
ツ
を
指
で
押
す
だ
け
で

中
か
ら
圧
縮
し
た
液
体
が
勢
い
良
く
シ

ユ
ー
ッ
ト
出
る
ス
プ
レ
ー
は
、
簡
易
で

便
利
な
の
か
、
殺
虫
剤
、
化
粧
品
、
外

用
薬
、
防
水
剤
か
ら
ラ
イ
タ
ー
の
ガ
ス

な
ど
、
ヘ
ヤ
ス
プ
レ
ー
、
ト
ク
ホ
ン
ダ

ツ
シ
ユ
、
ワ
イ
パ
ー
エ
ー
ス
ゾ
ル
等
多

種
多
様
な
ス
プ
レ
ー
が
出
ま
わ
り
、
家

庭
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ス
プ
レ

ー
は
熱
し
る
と
爆
発
す
る
の
で
非
常
に

危
険
で
す
か
ら
取
扱
い
に
は
充
分
注
意

し
て
下
さ
い
。

先
日
も
大
島
の
ゴ
ミ
処
理
場
で
松
代
町

か
ら
出
た
ゴ
ミ
の
中
に
あ
っ
た
ス
ブ
レ

ー
が
爆
発
し
て
作
業
員
が
ケ
ガ
を
す
る

さ
わ
ぎ
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
プ
レ
ー
の
容
器
は
金
属
類
で
す
の
で

ゴ
、
・
・
の
中
へ
は
絶
対
に
入
れ
て
出
さ
な

い
で
危
険
物
収
集
の
際
出
し
て
下
さ
い

又
、
危
険
で
す
か
ら
自
分
で
燃
す
よ
う

な
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
で
下
さ
い
。

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
以
降

公
務
扶
助
料
等
失
権
者
に

特
別
弔
慰
金
を

該
当
す
る
者

　
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
現
在
で
弔

慰
金
受
給
者
が
い
て
、
昭
和
四
十
年
四

月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日

ま
で
の
間
に
公
務
扶
助
料
又
は
遺
族
年

金
の
受
給
権
を
失
権
し
て
、
現
在
そ
の

戦
没
者
の
関
係
で
扶
助
料
、
年
金
、
弔

慰
金
、
特
別
弔
慰
金
等
を
受
け
て
い
な

い
遺
族
。

支
給
の
順
位

の
弔
慰
金
受
給
者

　
た
だ
し
、
戦
没
者
の
妻
（
婚
姻
届
が

　
未
届
）
が
弔
慰
金
受
給
後
現
夫
と
事

　
実
婚
し
て
い
る
場
合
は
除
く
。

口
弔
慰
金
受
給
者
が
い
な
い
場
合
戦
没

　
者
の
子
。

日
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

　
戦
没
者
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

　
弟
姉
妹
。

四
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な

　
か
っ
た
戦
没
者
の
父
母
、
孫
、
祖
父

　
母
、
兄
弟
姉
妹
。

　
た
だ
し
昭
和
四
十
七
年
四
月
一
日
現

　
在
に
お
い
て
次
の
各
号
に
該
当
す
る

　
者
は
除
く
。

　
①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
。

　
②
離
縁
に
よ
っ
て
戦
没
者
と
の
親
族

　
　
関
係
が
終
了
し
て
い
る
者
。

以
上
の
H
か
ら
四
ま
で
の
順
位
で
特
別

支
給

弔
慰
金
（
三
万
円
の
国
債
）
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
社
会
福
祉
係
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。

戦
前
、
戦
中
の

　
外
国
政
府
職
員

　
　
　
通
算
年
の
拡
大
（
恩
給
）

　
外
国
政
府
職
員
・
外
国
特
殊
法
人
職

員
ま
た
は
外
国
特
殊
機
関
職
員
と
し
て

昭
和
二
十
年
八
月
八
日
ま
で
在
職
し
て

い
た
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
た
が
、

同
日
前
に
外
国
政
府
職
員
等
か
ら
引
き

続
き
公
務
員
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
在

職
し
て
い
た
者
に
も
通
算
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。準

　
欝

公

一 改
正
点

｝ア

設例

外

ア
　
　
イ
　
　
ウ

公

外公

外
公
H

｛
設

　
　
エ
　
噺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俗

。
次
の
在
外
公
社
等
の
職
員
期
間
が
、

外
国
特
殊
機
関
の
職
員
と
し
、
そ
の
在

職
期
間
を
公
務
員
の
在
職
年
に
通
算
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ア
、
旧
満
州
拓
植
公
社
職
員

イ
、

ウ
、

エ
、

オ
、

〃〃〃〃

特
産
専
管
公
社
職
員

農
産
公
社
職
員

農
地
開
発
公
社
職
員

畜
産
公
社
職
員

特
例
障
害
年
金
を
支
給

　
本
邦
等
勤
務
の
軍
人

　
　
　
　
　
準
軍
人
の
傷
病
者
に

　
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
か
ら
昭
和
十

六
年
十
二
月
七
日
ま
で
の
間
に
本
邦
、

樺
太
、
千
島
列
島
、
朝
鮮
、
満
州
、
台

湾
な
ど
に
在
隊
し
、
日
華
事
変
に
関
す

る
勤
務
に
関
連
し
て
傷
病
に
か
か
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
昭
和
四
十
七
年
十
月
一

日
現
在
の
不
具
廃
疾
の
状
態
が
第
五
款

症
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
程
度
に

応
じ
た
特
例
障
害
年
金
を
支
給
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以

降
の
太
平
洋
戦
争
期
間
中
の
者
に
対
し

て
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
一
日
か
ら

す
で
に
特
例
傷
病
恩
給
が
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。

役
所
仕
事
の
不
平
不
満

　
行
政
相
談
週
間

　
　
…
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
…

　
お
役
所
仕
事
で
次
の
よ
う
な
こ
と
で

お
困
り
の
方
は
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

相
談
は
無
料
で
す
、
秘
密
は
厳
守
い
た

し
ま
す
。

一
、
テ
キ
バ
キ
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

一
、
不
親
切
な
め
に
あ
っ
た
。

一
、
納
得
で
き
な
い
。

一
、
ど
う
に
か
し
て
も
ら
い
た
い
。

一
、
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

一
、
こ
う
す
れ
ば
よ
い
。

日
時
と
場
勝

　
十
月
十
六
日
午
前
十
時
～
午
後
三
時

　
　
　
　
　
蒲
生
公
民
館
で
。

　
十
月
二
十
日
午
前
十
時
～
午
後
三
時

　
　
　
　
　
奴
奈
川
支
所
で
。

　
十
月
二
四
日
午
前
十
時
～
午
後
三
時

　
　
　
　
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で

担
当
行
政
相
談
委
員
　
佐
藤
秀
雄



出
稼
は
必
ず
役
場
を
通
じ
て

H
縁
故
出
稼
は
住
所
だ
け
で
も
職
業
係
へ
H

　
近
頃
（
十
月
上
旬
）
毎
自
各
会
社
が

役
場
に
来
て
季
節
労
務
者
の
選
考
を
行

っ
て
い
ま
す
。
多
い
時
は
十
社
も
重
な

る
日
が
あ
り
、
求
人
は
盛
況
で
す
。

松
代
町
で
は
、
と
も
す
れ
ば
暗
い
イ
メ

ー
ジ
に
な
り
が
ち
な
出
稼
を
な
ん
と
か

明
る
い
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

雇
用
条
件
の
相
違
な
ど
は
職
安
と
連
絡

を
と
っ
た
り
、
そ
の
他
出
稼
に
つ
い
て

の
相
談
に
応
じ
た
り
、
帰
省
バ
ス
、
町

の
情
報
の
送
付
な
ど
出
稼
中
も
何
か
と

連
絡
を
密
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
出
稼
に
出
る
場
合
は
役
場
を

通
じ
て
出
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

縁
故
出
稼
の
場
合
は
住
所
だ
け
で
も
職

業
係
に
知
ら
せ
て
下
さ
い
。

葦
男
な
ら
海
へ

海
上
保
安
大
学
校

海
上
保
安
学
校

楽
し
い
学
生
生
活

　
海
上
保
安
大
学
校
は
瀬
戸
内
海
の
呉

湾
に
臨
む
呉
市
郊
外
の
一
角
に
、
海
上

保
安
学
校
は
舞
鶴
湾
に
そ
そ
り
立
つ
秀

峰
青
葉
山
を
仰
ぐ
舞
鶴
市
郊
外
に
あ
り

い
づ
　
も
財
紫
水
明
の
環
境
に
あ
り
ま

す
。
学
生
は
こ
こ
に
意
義
あ
る
青
春
を

満
喫
し
、
勉
学
に
励
む
の
で
す
。

　
学
生
寮
の
生
活
は
、
教
官
の
指
導
の

下
に
、
学
生
の
自
治
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
寮
生
活
で
団
体
自
治

を
体
得
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
職
場

に
お
い
て
必
要
な
人
間
関
係
の
基
礎
と

な
る
協
同
の
精
神
を
養
い
ま
す
。
ま
た

長
い
人
生
の
喜
び
も
悲
し
み
も
分
ち
合

う
「
友
情
」
は
こ
の
間
の
生
活
に
芽
生

え
、
そ
の
絆
を
固
く
す
る
の
で
す
。

課
外
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
す
。

課
外
活
動
は
学
生
の
趣
味
な
ど
を
生
か

し
た
も
の
で
あ
り
、
放
課
後
や
休
日
を

利
用
し
て
、
学
生
が
自
主
的
に
行
な
い

ま
す
。

（
な
お
、
燈
台
課
程
の
学
生
は
全
員
自

動
車
部
に
入
り
、
自
動
車
の
運
転
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
）

受
付
期
間

　
　
自
昭
和
四
十
七
年
十
月
十
六
日

　
　
至
〃
　
十
一
月
二
日

一
」
。
》
3
・
ず

。
ゆ
亀
《
3
＝
一

．
一
ξ
ぎ
》
．
＝学

生
募
集

受
験
資
格

　
　
昭
和
二
十
四
年
四
月
二
日
（
海
上

　
　
保
安
大
学
生
は
昭
和
二
十
七
年
四

　
　
月
二
日
）
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子

　
　
で
、
高
等
学
校
卒
業
者
ま
た
は
昭

　
　
和
四
十
八
年
三
月
ま
で
に
高
等
学

　
　
校
卒
業
見
込
み
の
者
。

試
験
日

　
　
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
二
日
三
日

試
験
地

　
　
新
潟
市
ほ
か

採
用
予
定
数

　
　
海
上
保
安
大
学
校
学
生
約
五
〇
名

海
上
保
安
学
校
学
生

　
水
路
約
二
〇
名

　
燈
台
　
約
四
〇
名

畿
鵜
｝
約
δ
○
名

受
験
手
数
料
　
　
無
料

く
わ
し
い
こ
と
は
次
の
い
ず
れ
か
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
九
五
〇
新
潟
市
万
代
二
丁
自

　
　
　
　
　
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

　
電
話
（
〇
二
五
二
）
四
四
ー
四
一
五
一

〒
九
四
二
　
上
越
市
港
町

　
　
　
　
　
直
江
津
海
上
保
安
署

　
電
話
（
〇
二
五
五
四
）
二
ー
三
八
〇
一

役
場
の
職
業
係
に
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
が
あ

り
ま
す
か
ら
ご
利
用
下
さ
い
。

艦
電
3
β
謬
3
a
雪
8
ε
3
2
5
篭
3
・
ε
3
2
毫
3
9
憩
置
髭
O
篭
0
2
5
●
－
雷
3
覧
8
8
3
0
董
B

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

（
担
当
戸
籍
住
民
登
録
係
）

九
月
受
付
分
　
（
受
付
順
）

蒔
つ
こ
ん
鰍
困

お
め
で
ζ
つ
㊦
衡

柳
孝
次
郎
・
小
島
君
江

離験関
谷
　
幸
江

小
島
　
秋
子

小
山
　
葉
子

柳
　
　
明
美

佐
藤
　
　
学

お
く
や
み

（
死
亡
）

掘関小関柳石小
川谷山谷　沢島

一1ト鉄好良常ト
恵リ城松作作メ

（
孟
地
）

父
　
昇

母
ミ
チ
子
二
女
（
菅
刈
）

警
サ
か
妻
（
犬
伏
）

駿
糠
萎
（
習
）

騒
蒜
萎
（
菅
刈
）

縫
讐
男
（
舞
）

七
九
才

七
六
才

七
四
才

六
四
，
才

謹
十
才

七
六
才

六
九
才

町
の
人
口

計女男

（
犬
伏
）

（
海
老
）

（
松
代
）

（
松
代
）

（桐山

）

（
松
代
）

（
福
島
）

九
月
末
日
現
在

四
、
四
三
五
人

四
、
五
一
三
人

八
、
九
四
八
人

世
帯
数
　
　
二
、
幽
四
四
世
帯

（7）



（8）

私
た
ち
の
町
は

無
事
故
で
し
た

ー
秋
の
交
通
安
全
運
動
i

　
松
代
町
で
は
こ
の
期
間
中
一
件
の
事

故
も
な
く
無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た

こ
れ
も
、
み
な
さ
ん
「
運
転
者
」
　
「
歩

行
者
」
と
も
に
、
交
通
ル
ー
ル
を
良
く

守
っ
た
成
果
で
す
。
今
後
も
事
故
の
な

い
よ
う
一
人
く
が
注
意
し
で
、
、
明
る

い
生
活
を
送
り
ま
し
よ
う
。

　
こ
の
運
動
に
出
動
さ
れ
ま
し
た
方
、

ほ
ん
と
う
に
ご
苦
労
さ
ん
で
し
た
。
紙

面
で
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
雨
の
日
が
多
く
な
り
夜

な
ど
舗
装
の
路
面
が
ラ
イ
ト
の
光
で
黒

く
な
り
、
運
転
者
側
か
ら
歩
行
者
が
み

に
く
く
な
り
危
険
で
す
。
歩
行
者
の
方

は
特
に
雨
降
り
の
夜
は
明
る
い
色
物
を

ー
乱
ー
』
『
融
』

着
用
し
、
目
だ
つ
よ
う
に
し
て
交
通

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま

し
よ
う
o

　
運
動
期
間
中
の
県
内
の
事
故
は
、

三
四
六
件
、
死
者
一
六
人
、
傷
者
四

二
八
人
で
し
た
。

　
　
　
　
（
交
通
安
全
対
策
協
議
会
）

写
真

　
交
通
安
全
路
上
指
導
と

　
道
路
横
断
の
一
コ
マ

『
穿
－
』
1
吃
－
罪
』
『
許
～
’
、
』
f

奴
奈
川
中
学
校
校
舎
火
災
に
あ
た
つ
て

　
去
る
三
日
午
前
六
時
二
十
分
頃
発
生

し
た
奴
奈
川
中
学
校
の
校
舎
火
災
に
あ

た
っ
て
は
、
み
な
さ
ん
を
お
さ
わ
が
せ

し
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
。
授
業
は
延
焼
を
ま
ぬ
が
れ
ま
し
た

屋
内
運
動
場
、
音
楽
室
、
技
術
室
、
図

書
室
、
物
置
等
を
利
用
し
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
被
害
及
び
そ
の
後
の
状
況

（
燃
え
る
校
舎
・
正
面
玄
関
付
近
）

等
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
唱
（
町
教
育
委
員
会
）

被
　
害

　
校
舎
全
焼
　
　
一
、
一
二
二
傑

　
被
害
推
定
額
　
約
四
千
万
円

授
　
業

　
　
焼
残
っ
た
屋
内
運
動
場
・
技
術
室

　
　
物
置
で
授
業
を
1
0
月
5
日
か
ら
再

　
　
開
。

　
◎
普
通
教
室

　
　
－
学
年
　
二
九
名
　
図
書
室

　
　
2
学
年
　
三
七
名
　
技
術
室

　
　
3
学
年
　
四
〇
名
　
音
楽
室

　
　
　
各
々
1
学
級
編
成
、
　
（
3
学
年

　
k
つ
い
て
は
2
学
級
〔
認
可
〕
の
も

　
　
の
を
1
学
級
に
し
た
）

　
◎
管
理
室

　
　
L
　
物
置
を
改
造
し
て
職
員
室
と

　
　
　
し
た
。

　
　
乞
　
焼
残
り
の
美
術
室
を
改
造
し

　
　
　
て
宿
直
室
と
物
置
に
し
た
。

　
◎
一
般
管
理
備
品

　
　
L
　
生
徒
の
机
、
椅
子
は
残
っ
た

　
　
　
も
の
と
他
校
か
ら
転
用
し
充
足

　
　
－
し
た
。

　
乞
　
職
員
用
机
、
椅
子
、
教
卓
は

　
　
必
要
数
購
入
し
た
。

　
よ
　
黒
板
、
書
庫
、
ロ
ッ
カ
：
等

　
　
必
要
数
購
入
し
た
。

　
4
　
そ
の
他
必
要
な
備
品
は
学
校

　
　
と
協
議
し
購
入
し
た
。

◎
教
授
用
備
品

　
L
残
っ
た
教
具
を
使
用
し
、
不

　
　
足
の
教
具
は
他
校
か
ら
貸
り
た

　
2
。
　
そ
の
他
必
要
な
教
具
は
学
校

　
　
と
協
議
し
購
入
し
た
。

◎
学
用
品

　
L
　
焼
失
し
た
生
徒
の
学
用
品
、

　
　
教
科
書
等
に
つ
い
て
は
、
援
助

　
　
の
道
を
講
ず
る
。

学
校
運
営

　
L
　
学
校
無
人
化
に
よ
り
宿
日
直
を

　
　
廃
止
し
て
い
た
が
、
今
回
の
事
故

　
　
で
無
人
化
は
で
き
な
く
な
り
、
教

　
　
師
に
よ
る
宿
日
直
を
実
施
し
た
。

　
　
　
な
お
、
土
・
日
曜
日
に
は
代
行

　
　
員
を
置
く
。

　
乞
　
給
食
は
完
全
給
食
を
廃
し
、
当

　
　
分
の
間
牛
乳
の
み
と
し
た
ゆ
12
月

　
　
以
降
は
牛
乳
が
搬
入
で
き
な
い
の

　
　
で
全
面
廃
止
と
す
る
。

　
よ
　
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
学
校

　
　
と
協
議
し
て
定
め
る
。

復
旧
計
画

　
　
昭
和
4
8
年
度
に
考
慮
す
る
。
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月
か
ら
開
館
時
間
が
変
り
ま
す
が
、

“
”
あ
な
た
の
お
い
で
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
七
月
六
日
開
設
以
来
、
い
ろ
く
と

み
な
さ
ん
か
ら
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た

総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
十
一
月
一
日
か
ら

来
年
の
四
月
三
十
日
ま
で
、
次
の
と
お

り
使
用
時
間
が
変
り
ま
す
。

　
な
お
、
い
ま
行
な
っ
て
お
り
ま
す
夜

の
定
期
行
事
（
4
チ
ヤ
ン
ネ
ル
に
よ
る

レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
：
ト
・
コ
ー
ラ
ス
・

民
踊
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド
・
卓
球
・

ダ
ン
ス
・
柔
道
教
室
）
は
い
ま
ま
で
ど

お
り
行
な
い
ま
す
。

◎
開
館
時
間

　
L
　
日
曜
日
と
土
曜
日
の
夜
は
使
用

　
　
で
き
ま
せ
ん
。

　
ネ
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
は
、

　
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分

　
　
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

　
乱
　
土
曜
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
正

　
　
午
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

　
牛
　
前
記
2
、
3
、
の
ほ
か
は
、
土

　
　
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
の
昼
間
・

　
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
夜
鐙

　
　
時
ま
で
は
、
申
請
が
あ
れ
ば
開
館

　
　
し
ま
す
。
申
請
は
10
日
ほ
ど
前
に

　
　
願
い
ま
す
。

　
◎
　
開
館
中
の
使
用
手
続
は
従
来
と

　
　
　
変
り
ま
せ
ん
。

　
以
上
で
す
が
参
考
ま
で
に
7
・
8
・

9
・
月
の
総
合
セ
ン
タ
ー
使
用
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総合センター使用状況

〃
・

　
●

訳内用延

人
他

　
の

個
そ

1
3
5
7

1
1
　
　
。
Q
U

　
Q
U
6

　
4

∩
U
5
1
1

2
塩
4
2

　
8
L

∩
∠
賃
U
5

　
・
6

　
7

3
【
リ
ヲ
0

5
9
1
7

　
5
　
，

　
1
ー
り
乙

体団間民体団の公

a
U
7
ρ
U

1
7
－
1

　
　
6

O
Q
U
Ω
U

－
盈
Q
U
7

　
　
3

只
U
5
Q
O

－
と
　
　
・
4

　
0
∠
0

　
5
L

5
5
Q
U

　
・
Q
U

　
O
1

　
2

詔
5
0
02

　
至
ー
O
U

　
　
も

4
5
5

　
●
7

　
0
∠
∩
∠

　
2

∩
∠
7
7

　
　
1
6
【
り
0

1
　
・
7
4

　
ツ
4
6

　
6

社
体

・
団

館
育

民
教

公
会

∩
U
4
反
U

り
乙
5
Q
O

　
　
8

自
U
∩
U
Q
O

Q
U
∩
乙
∩
∠

　
1
4

　
　
1

∩
U
9
7

1
つ
∪
0

　
　
3
花
紹
2
0

　
り
乙
3

　
　
，

　
　
2

　
　
政

　
　
行

　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
β
　
　
　
i
　
　
－
　
－
　
1
　
｝
　
1
　
』

数
数
員

回
問

・
時
人

使
〃
〃

－
只
U
Q
U

2
駄
5
2

　
稔
島

Q
O
り
乙
9

7
4
Q
U

　
3
ゆ

　
　
5

数
数
員

回
時
人

　
　
　
8
4
つ
U

　
　
　
　
∩
∠
∩
∠

　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
l

F
｛
「
一
ー
1
ー
｝
『

I
I
一
　
　
E
…
i
』
I
I
E
【
筆
卜
－
　
　

I

　
　
　
Q
U
R
U
震
U

　
　
　
8
a
8
9

　
　
　
　
3
0
4
，

　
　
　
数
数
員

　
　
　
回
時
人

Q
G
5
【
U

－
と
　
・
5

　
4
Q
U

　
8
L

ρ
U
【
U
∩
∠

4
　
　
・
Q
U

　
Q
U
Ω
U

　
め
L
，

数
数
員

回
時
人

7
」
8
1

』
侍
5
0

　
り
乙
O
U

　
　
，

　
　
4

1

7
」
』
辱
∩
◎

O
n
U
6

り
乙
O
U
O
U

　
　
L

　
　
1

数
数
員

回
時
人

月

7
月

8
月

9
月

計

↓
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
に
見
入
る
子
供
た
ち

↑
憩
い
の
老
人
ク
ラ
ブ

↓
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
青
年
ク
ラ
ブ
）

※使用回数・時数等は各室の使用を累計したものである。

　数字は申請によるものであり、娯楽室図書室に自由出入した数は含まない。

（1冊1回の貸出期間は1週間とする）図書貸出状況

　　i　分頚総記月、

　寵号i　O

哲学
　1 2　i

　き
3

歴則講i購工学1産業1芸術i語学1文学1合

　　　　14i5　6i718、9
｝
～
1

計

7肺数1
8尽佑　　3

緊新5
i
『
1
！
2
1
3

5　1

3　1

2　

101
5
3
1
9

2　2μl　l　l179
3　　　　 　　　1　　　　　　　　89
　　　　　　　　1　　21　111　1m5、　41　11　1t　　店79

196
102

117

415

（9，）



同
姓
同
名
が
多
く
て
，

ま
っ
た
く
困
っ
て
い
ま
す

　
都
会
で
は
名
前
を
呼
ぶ
の
に
姓
だ
け

で
用
が
足
り
ま
す
。
郵
便
等
も
姓
の
み

で
も
配
達
に
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
松
代
町
で
は
ど
う
で

し
よ
う
か
、
と
て
も
そ
ん
な
訳
に
は
ゆ

き
ま
せ
ん
。
職
場
で
「
閥
谷
」
と
言
っ

て
も
何
人
も
い
ま
す
。
大
字
松
代
に
は

関
谷
が
百
軒
近
く
も
あ
る
の
で
す
。
ま

た
部
落
中
が
一
つ
の
姓
だ
っ
た
り
、
二

つ
か
三
つ
の
姓
し
か
な
い
部
落
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

　
そ
こ
で
問
題
の
で
て
く
る
の
が
同
姓

同
名
で
す
。

　
例
え
ば
松
代
で
鈴
木
幸
子
さ
ん
は
四

人
い
ま
す
。
関
谷
京
子
さ
ん
は
三
人
い

ま
す
。
そ
れ
が
皆
十
代
、
二
十
代
の
若

い
人
ば
か
り
で
す
。

　
ま
っ
た
く
郵
便
泣
か
せ
で
す
。
う
っ

か
り
ラ
ブ
レ
タ
ー
？
で
も
誤
配
達
し
よ

う
も
の
な
ら
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す

そ
の
他
同
じ
部
落
に
同
姓
同
名
の
二
人

三
人
は
多
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
姓
同
名
で
な
く
と
も
似
か

よ
っ
た
名
前
も
多
い
の
で
す
。

　
関
谷
ト
シ
、
ト
シ
子
、
利
子
、
敏
子

や
、
ト
ミ
、
ト
ミ
子
、
富
子
、
そ
れ
に

鈴
木
ヨ
シ
、
ヨ
シ
、
よ
し
子
、
好
子
、

’㌔～％＾“》｝》㌔～塵》｝》叩〉’〈＾＾…）㍉躍“v㍉＾“一〇ツ

1「税金は」　　　　　　　　　1
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
　　　みんなのために使われる　1

芳
子
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
そ
れ

が
勝
手
に
子
が
つ
か
な
い
の
に
子
を
つ

け
た
り
、
漢
字
を
カ
ナ
に
し
た
り
、
　
（

機
械
化
で
最
近
は
全
部
カ
タ
仮
名
の
宛

名
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
）
ほ
ん
と
う

に
困
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
住
所
は
た
い
て
い
松
代
町
松

代
と
し
か
書
い
て
な
い
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
そ
れ
で
い
て
誤
配
で
も
す
る
と

お
し
か
り
を
受
け
ま
す
。

　
更
に
困
る
の
は
最
近
は
、
懸
賞
や
、

ク
イ
ズ
、
景
品
な
ど
が
盛
ん
で
、
生
れ

て
間
も
な
い
赤
ち
や
ん
や
、
小
学
校
に

入
学
し
な
い
子
供
に
も
郵
便
が
来
た
り

し
ま
す
。
そ
れ
も
堂
々
と
一
人
前
の
よ

う
に
（
○
○
方
な
ど
な
い
の
で
す
）
。

同
じ
部
落
に
同
姓
同
名
が
あ
る
人
、
未

成
年
の
人
は
、
お
願
い
で
す
か
ら
次
の

こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
皆
さ
ん
の
自
分
自
身
の
た
め
な
の
で

す
）

　
①
で
き
る
だ
け
屋
号
を
書
く
。

　
②
世
帯
主
の
方
名
を
書
く
。

　
③
番
地
を
書
く
。

　
こ
の
地
方
で
は
や
は
り
屋
号
を
書
く

の
が
一
番
わ
か
り
易
い
の
で
す
。
そ
れ

が
具
合
が
悪
る
い
（
カ
ツ
コ
悪
る
い
）

（10）

な
ら
世
帯
主
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
番
地
は
住
居
表
示
も
は
っ
き
り
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
自
分
の
家
の
番

地
も
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
す
）

　
※
特
に
中
学
、
高
校
の
生
徒
さ
ん
は

　
　
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
結
婚
さ
れ
た
、
花
嫁
さ
ん
も
お
願

　
　
い
し
ま
す
。

※
年
賀
状
は
特
に
注
意
し
て
、
必
ず

　
　
書
い
て
下
さ
い
。

　
※
郵
便
受
箱
を
設
置
し
て
、
番
地
と

　
　
家
族
全
員
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※
懸
賞
、
ク
イ
ズ
、
景
品
な
ど
応
募

　
　
の
と
き
は
、
差
出
人
の
住
所
氏
名

　
　
に
屋
号
か
世
帯
主
名
か
番
地
を
必

　
　
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。

ー
あ
て
名
に
も
、
差
出
人
に
も

郵
便
番
号
を
お
忘
れ
な
く
ー
ー

…
…
文
化
祭
は
…
…
…
…
髄

…
十
一
月
二
日
～
三
日
で
す
。
　
　
…

…
会
場
は
、
松
代
小
学
校
と
総
合
…

“
セ
ン
タ
ー
で
す
。

…
あ
な
た
も
ぜ
ひ
観
覧
に
お
い
で

旧
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…

あ
な
た
の
寄
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
広
報
紙
を
充
実
さ
せ
る
た
め
公

民
館
で
は
あ
な
た
の
寄
稿
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ど
し
く
投
稿
下
さ
い

こ
の
広
報
ま
つ
だ
い
は
毎
月
二
十
五
目

に
原
稿
を
締
切
り
翌
月
十
日
に
毎
月
発

行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
、
原
稿
の
内
容
は
ど
ん
な
こ
と
で
も

　
結
構
で
す
。

二
、
四
〇
〇
字
原
稿
用
紙
三
枚
程
度
に

　
お
願
い
し
ま
す
。

三
、
匿
名
で
登
載
す
る
場
合
は
、
そ
の

　
旨
ご
指
示
下
さ
い
。

四
、
原
稿
は
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　
広
報
ま
つ
だ
い
係
へ
。

五
、
採
用
の
も
の
に
は
薄
謝
を
差
上
げ

　
ま
す
。

　
　
問
答
欄
に
つ
い
て

　
皆
さ
ん
の
お
知
り
に
な
り
た
い
事
に

つ
い
て
、
こ
の
欄
を
と
お
し
て
で
き
る

限
り
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
し
く
お
問
合
せ
下
さ
い
。


